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第１ 募  集 
１ 応募資格 

  聴覚障害者で、特別支援学校の中学部若しくは中学校を卒業したもの又はこれと同等以上の学力

があると認められる者  

※「卒業したもの」には「令和６年３月卒業見込者」を含みます。  

２ 募集人員 

  普通科 約 11 人 

 

第２ 出  願 
１ 出願の手続き 

⑴ 入学願者は下記の書類を、本校の校長に提出する。 

  ア 入学願書(様式１) 

    入学を志願する者のうち、次に該当する者は、それぞれに示す書類を入学願書に添付する。 

本人と保護者の現住所が異なり、かつ、両者の現住所の所属する学区が異なる者 

     ・市区町村の発行する本人の居住を証明するもの 

     ・出身中学校の発行する両者の現住所の異なる理由の証明書(適宜の様式)  

イ 入学願書の記入上の注意(様式１記入例) 

(ｱ) ※印の「受検番号」欄は、記入しないこと。 

(ｲ) 日付は願書の提出日を記入すること。 

(ｳ) 原則として、本人氏名は本人が記入し、保護者氏名は保護者が記入すること。 

(ｴ) 出身中学校の欄は、卒業見込の日を記入すること。過年度卒であれば、該当しないものを

２本線(    )ではっきり消して卒業年月を記入すること。 

(ｵ) 本人の現住所は、住民票のとおりに地番まではっきり記入すること。 

(ｶ) 保護者欄の現住所は、本人と同じ場合は「本人の欄に同じ」と記入してもよい。 

ウ  志望理由書(様式３) 

該当する入学志願者は、志願者本人が記入した、志望の動機、高校生活への抱負などを入学

願書に添えて提出する。 

２ 入学願書及び調査書等の受付期間 

⑴ 令和６年２月２日(金)から令和６年２月８日(木)までの午前９時から午後４時まで 

(ただし、土曜日及び日曜日を除く)。  

 

第３ 調査書・自己申告書に関する資料等 
１ 調査書 

 ⑴ 調査書は、次の手順により作成する。(様式４－１または様式４－２) 

  ア 「調査書」は、厳正・公平に作成する。 

イ 聴覚障害以外に他の障害を併せ有する者は、様式４－２により調査書を作成する。様式４－

２により調査書を作成する場合は、「④学習の記録」欄から「⑨その他の特記事項」欄の記入

について、様式４－２記入例の指示に従って記入する。 

 ⑵ 「障害の状況」 

身体障害者手帳等を有する者は、その種別、級、障害名を記入し、最も直近の平均聴力レベ

ルを記入する。 

⑶ 「②卒業(見込)年月」 

   特別支援学校の中学部若しくは中学校を卒業した者は卒業年月を記入し、中等教育学校の前期

課程を修了した者は修了年月を記入する。また、中学校卒業見込みの者は卒業見込み年月を記入

し、中等教育学校の前期課程を修了見込みの者は修了見込み年月を記入する。 

⑷ 「③就学中の異動・卒業後の経歴」 

   特別支援学校の中学部就学中若しくは中学校就学中又は中等教育学校の前期課程就学中におけ

る学校の異動について記入する。また、中学校卒業後又は中等教育学校の前期課程修了後におけ

る経歴について記入する。 

⑸ 「④学習の記録(第３学年)」 

  ア 第３学年における４月から 12 月末までの状況を総合した評定を記入する。なお、過年度卒業

生については、生徒指導要録に記載されている第３学年の評定を登録する。 
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  イ 各教科の評定は、各教科別に中学校学習指導要領に示す目標を照らして、その実現状況を５

段階で記入する。５段階の表示は５、４、３、２、１とする。その表示は、中学校学習指導要

録の目標に照らして、「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」状況と判断されるもの

を５、「十分満足できる」状況と判断されるものを４、「おおむね満足できる」状況と判断さ

れるものを３、「努力を要する」状況と判断されるもの」を２、「一層努力を要する」状況と

判断されるものを１とする。 

ウ 評定合計欄は、国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外国語の

９教科の評定の合計(最高 45)を記入する。 

⑹ 「⑤総合的な学習の時間の記録」欄の記入について 

   「総合的な学習の時間」の学習活動の内容及び評価について、全学年又は特定の学年における

顕著な事項等を記入する。 

⑺ 「⑥特別活動の記録」欄について 

   学級活動、生徒会活動、学校行事のそれぞれの活動について、客観的で顕著な活動の事実を記

入する。  

⑻ 「⑦行動の記録」欄の記入について 

   生徒指導要録の記入に基づき、第３学年を主たる対象として、十分満足できる状況にあると判

断されるものについては○印を記入する。その場合、○印の人数比率は考えないものとする。 

⑼ 「⑧特別活動以外の諸活動の記録及び特技」欄の記入について 

   特別活動以外の校内・校外における活動及び特技について次のア、イ、ウの各項目に該当する

顕著な事実がある場合、それを具体的に記入する。 

  ア 体力・運動能力に優れ、運動の分野での活動が顕著である場合 

  イ 文化的・社会的活動が顕著である場合 

  ウ 特技 

⑽ 「⑨出欠の記録」欄の記入について 

   第２・３学年の欠席日数について記入する。欠席の主な理由は病気、事故等について具体的に

記入する。 

⑾ 「⑩その他の特記事項」欄の記入について 

   その他の特記事項として、次のア、イ、ウ、エの各項目に該当する特記すべき事項があれば記

入する。 

  ア 生徒の学習面における進歩の状況、第１・２学年の成績と第３学年の成績とに著しい変動が

ある場合にはその事情等 

  イ 生徒の行動面において特に優れている点や長所、あるいは指導上特に配慮を要すると認めら

れる事項 

  ウ 生徒の身体、健康の状況について、指導上特に配慮を要すると認められる事項 

  エ 生徒の進路指導及び生活状況、災害等に関する事項 

⑿ その他 

  ア 「調査書」は令和５年 12月末までの状況で作成する。 

  イ 「調査書」については、愛知県公立高等学校入学者選抜の様式を使用してもよい。但し、そ

の場合は、「その他の特記事項」欄に障害の状況(身体障害者手帳の種別、級、直近の平均聴力

レベル)を記入する。 

  ウ 過年度卒業生については、生徒指導要録の記載に基づき記入するが、「指導に関する記録」

の保存期間の経過した者は、生徒指導要録の「学籍に関する記録」に相当する内容(氏名、生年

月日、性別、卒業年月等)のみ記入する。(記入できない欄については、斜線を引くこと。) 

２ 自己申告書 

⑴ 「欠席に関する自己申告書」(様式５－１) 

特別支援学校の中学部若しくは中学校の第２学年、第３学年のいずれかの学年又は両方のそれ

ぞれの学年における欠席日数が年間 30 日程度以上の入学志願者のうち、希望する者が提出する。

ただし、「年間 30 日程度以上の欠席日数」には、生徒指導要録上は出席扱いとなっている別室登

の日数や、教育支援センター等で相談したり、指導を受けたりした日数、自宅でＩＣＴ等を活用

して学習活動を行った日数を含めることができる。 

⑵ 「受検上の配慮に関する自己申請書」(様式５－２) 

出身中学校長から学校長に「受検上の配慮に関する申請書」(様式６)を提出する入学志願者が

提出する。 
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第４ 面  接 
１ 面接 

  入学志願者全員に対し、面接を行う。  

  寄宿舎入舎希望者は、面接終了後、入舎相談を行う。(本校中学部時の舎生は除く) 

２ 面接会場 

  愛知県立一宮聾学校とする。 

３ 面接の実施日時 

  令和６年２月 15 日(木) 受   付     ８時 30分から ８時 40 分 

日程等説明    ８時 40分から ８時 50 分 

面   接    ９時から 

４ 面接の内容 

  面接の中で５分間の自己ＰＲを行う(①～②のいずれかの方法で行うこと)。 

① 出願時に提出した紙資料を面接官がモニターに投影後、自己ＰＲする。 

② 口頭のみで自己ＰＲする。 

 

※ 面接官までの距離は約 2.5ｍ、モニターは 

65 インチ。資料作成時の参考とする。 

※ 当日は、資料・メモ等の持ち込み、面接官 

への資料の配付は不可。 

 

 

 

 

 

５ 面接の実施上の注意事項 

⑴ 面接中、途中の退場は原則として認めない。 

⑵ 「受検票」、時計、防寒着(中学校でふだん着用しているジャージやウインドブレーカー、コー

ト等)や防寒具(膝掛けや座布団等)以外のものは検査場に持ち込まない。 

⑶ 面接の公正を乱すおそれがあるので、携帯電話等の情報通信機器、計算機能及び通信機能付き

の時計の持ち込みは認めない。 

⑷ 「受検票」は控室の机上に常時提示する。 

⑸ 面接の内容については一切説明しない。 

⑹ やむを得ない理由により遅刻し、９時 15 分までに入室した場合に限り、別室で説明を受け、受

検生の最後に面接を行う。それ以降の遅刻及びやむを得ない理由により早退した場合は、予備日

に受検する。 

⑺ 受検時間は、受検者一人あたり 20 分程度とする。 

 

第５ 入学者の選考 
１ 選考と決定 

  選考は、本校の入学者選考委員会が調査書等の書類、面接の結果等を資料として、総合的に判定

して行い、決定は校長が行う。 

２ 合格者の発表 

  本校玄関前に合格者の受検番号を掲示するとともに、合格通知書を受検者に直接渡すか、または

郵送する。 

  本校中学部卒業生以外の受検者には、出身中学校長にも通知する。 

 令和６年２月 22(木)  午前 10 時 本校 

３ 合格辞退 

  合格者のうち本校の合格を辞退する者は、中学校長を経て、「合格辞退届」(様式７)を速やかに

本校校長に提出するものとする。 

４ 入学の手続き 

  合格者は、令和６年３月８日(金)10:00～11:40 にオリエンテーションを行い入学の手続きを行う。 

  合格者には、オリエンテーション時に選択教科・科目等の選択希望をとる。 

黒板 

モニター 

65 インチ 

受検者 
出
入
口 

出
入
口 面接官 

2.5ｍ 
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第６ 障害、病気及び事故にかかる特別措置 
１ 障害等のある入学志願者に対する受検上の配慮 

  障害等(病気又は事故による負傷を含む)のある入学志願者について、出身中学校長から提出され

た「受検上の配慮に関する申請書」(様式６)に基づき、受検上の配慮をする。 

  出身中学校長は、やむを得ない場合を除いて、入学願書受付締切日までに、上記申請書を本校に

提出する。 

２ 別室又は病院における受検 

入学志願者が病気又は事故による負傷のため、当日に指定された場所で受検できない場合には、

本校校長の判断により別室又は病院において受検できる。 

  病院で受検させる場合には次の措置を行う。 

 ⑴ やむを得ない場合を除いて、実施期日の前日までに申請がなされるようにする。 

⑵ 申請にあたっては保護者及び中学校長連署による申請書(適宜の様式)並びに医師の診断書を提

出する。 

⑶  受検の場所として、病院内で個室が準備されることを条件とする。 

３ 急病又は交通事故等やむを得ない理由により受検できなかった場合等の措置 

検査当日(受検中を含む)、急病又は交通事故等やむを得ない理由により受検できなくなった場合

に限り、本校校長の承認を得て、追検査を受けることができる。 

また、校長が上記の理由により遅刻したと認めた場合は、第４の５⑹に示すとおりとする。 

⑴ 追検査については次のとおりとする。 

ア 実施期日   令和６年２月 19 日(月) 

ただし、状況によっては、期日の変更を行い実施することもある。 

イ 検査場    愛知県立一宮聾学校 

ウ 面接実施日程 第４の４及び５に示すとおりとする。 

エ 受検の手続き 

追検査を希望する者は、本校校長に、追検査願書(様式２)及び既に受領した受検票に、医師

の診断書等、若しくは、中学校長による証明書(様式は任意)を添え、次の日時までに中学校長

を経て提出する。 

締め切りは、令和６年２月 16日(金)午後４時とする。 

オ 校長は、上記エの書類を受け、その理由を正当と認めた場合には、受検票に追検査を認める

旨の記入をして渡す。 

カ 追検査受検者の扱い 

既に受検した者と同等に扱う。 

 

第７ 出願資格に関する承認 
１ 承認を必要とする者 

⑴ 保護者が県内に居住し、本人は県外に居住している者で、入学日までに県内に住所を移し、保

護者とともに引き続き県内に住所を定める見込みの者。 

⑵ 保護者の転勤、転住等のために、入学日までに県外から県内に住所を移し、保護者とともに引

き続き県内に住所を定める見込みの者。 

２ 提出書類 

承認を必要とする者は、「愛知県立一宮聾学校高等部入学志願の理由説明書」(様式８)を提出す

る。 

 

第８ その他 
１ 特別警報及び地震等が発生した場合等の措置について 

  特別警報及び地震等が発生した場合の措置については、愛知県教育委員会の指示(別記)に従う。 

２ 受検料について 

受検料は徴収しない。 
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様式１ 

※受検番号       
  

入 学 願 書 
令和６年２月  日 

愛知県立一宮聾学校長 殿 
 貴校全日制普通科に入学を志願いたします。 

本 人 

ふ り が な  生 年 月 日 

氏   名 
 

平成   年  月  日 

現 住 所 
 

出身中学校 令和   年  月 卒業見込 

保護者 

氏   名 
 

現 住 所 
 

出身中学校所在地・連絡先 

 〒 

 ℡ 

 

切り取り線（一宮聾学校で切り取る） 

 

 

 

 

受 検 票（全日制課程） 
 

※受検番号         番 

 

 

学   科  普  通  科 

 

受検者氏名                   

 

志 願 先  愛知県立一宮聾学校 
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入学願書・受検票 記入上の注意 
 

１ ※印の「受検番号」欄（２箇所）は、記入しないこと。 

２ 入学願書の本人氏名（ふりがな）と受検票の受検者氏名は、原則として志願者本人が記入すること。 

３ 「生年月日」欄の年号が平成でない場合は、平成の文字を２本線（    ）ではっきり消して、 

 その上に該当する年号を記入すること。 

４ 卒業見込の月を記入すること。過年度卒であれば、卒業見込の文字の見込の部分を２本線 

 （    ）ではっきり消すこと。卒業の年号が令和でない場合は、同様に２本線ではっきり消して、 

 その上に該当する年号を記入すること。 

５ 「保護者氏名」欄は、志願者が成人の場合は記入しなくてよい。 

６ 「保護者現住所」欄は、保護者の現住所が本人の現住所と同じ場合は、「本人の欄に同じ」と記入し

てもよい。 

７ 受検票は、※印の「受検番号」欄を除き、すべて記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 検 者 心 得 
 １ 検査当日には必ずこの受検票と必要な用具｛筆記用具及び時計、防寒着（中学校でふだん着用してい

るジャージやウインドブレーカー、コート等）や防寒具（膝掛けや座布団等）｝を持参すること。 

 ２ 上履きを携行すること。 

 ３ 面接の公正を乱すおそれがあるので、携帯電話等の情報通信機器及び通信機能付きの時計は持ち込ま

ないこと。 

 ４ 選考期日 令和６年２月 15日（木）                                 

受 付 ８時 30 分～  

日程等説明 ８時 40 分～ ９時 00 分 

面 接 ９時 00 分～ 10 時 10 分 

※ 当日は午前８時 40分までに受検生控室に集合する。 

※ 寄宿舎入舎希望者は、すべての日程が終了後、入舎相談を行う。 

５ 合格発表日時・場所 

   令和６年２月 22日（木）午前 10時に本校玄関に掲示し、合格通知書は合格者に直接渡すか希望によ

り郵送する。その際受検票が必要となるので持参すること。 

６ 備考  

   検査当日、遅れたり、来られなくなったりした場合は、出身中学校を通してすみやかにその旨を連絡

して指示を受けること。 

連絡先  愛知県立一宮聾学校   電 話 0586-45-6000   ＦＡＸ 0586-43-4462 
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様式１ 

※受検番号       
  

入 学 願 書 
令和６年２月  日 

愛知県立一宮聾学校長 殿 
 貴校全日制普通科に入学を志願いたします。 

本 人 

ふ り が な  生 年 月 日 

氏   名 
 

平成   年  月  日 

現 住 所 
 

出身中学校 令和  年  月 卒業見込 

保護者 

氏   名 
 

現 住 所 
 

出身中学校所在地・連絡先 

 〒 

 ℡ 

 

切り取り線（一宮聾学校で切り取る） 

 

 

 

 

受 検 票（全日制課程） 
 

※受検番号         番 

 

 

学   科  普  通  科 

 

受検者氏名                   

 

志 願 先  愛知県立一宮聾学校 

 

記入しないこと 

願書の提出日を記入すること 

住民票のとおりに記入すること 

過年度であれば、「見込」の部分を２本線(   )ではっきり消す。 

卒業の年号が令和でない場合は、「令和」の部分を２本線(   )で

消して、その上に該当する年号を記入する。 

記入しないこと 
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様式２ 

※受検番号         

 

追 検 査 願 書 
 

令和６年   月   日 

 

愛知県立一宮聾学校長 殿 

 

 

 下記の理由により追検査を受けたいので、診断書（証明書）を添えてお願いします。 

理 由 

 

 

 

本 人 

（ふりがな）  生 年 月 日 

氏  名  平成  年  月  日生 

現住所 
 

 

出身中学校 令和  年  月  卒業見込  

保 護 者 

氏  名 
 

現住所 
 

（TEL           ） 

  

上記の記載事項に誤りはありません。 

 

令和６年  月  日 

                  学 校 名 

                  校長氏名            
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様式３ 

 

 

志  望  理  由  書 
 

令和６年  月  日 

 

愛知県立一宮聾学校長 殿   

 
             出身中学校名 

        
             志願者氏 名 

  

貴校を志願するにあたり、志望の理由は次のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入上の注意 

  １ 原則として志願者本人が記入する。 

  ２ 志望の動機、高校生活への抱負などを記入する。  

３ ※印の「受検番号」欄は、記入しない。

※受検番号 
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性別 全日制課程・普通科

平成

②卒業年月 ③　　　　　・

令和

⑤総合的な学習の時間の記録

⑧特別活動以外の諸活動の記録及び特技

令和６年　　  月　　　日

健 康 ・ 体 力 の 向 上

様式４－１

愛知県立一宮聾学校志願先

令　和　６　年　度　調　査　書

卒　　　業 就学中の異動

平均聴力ﾚﾍﾞﾙ　　　　右　　　　　　　　　dB　、左　　　　　　　　　dB

氏名

生徒会活動

評
　
　
　
定

欠席の主な理由

勤 労 ・ 奉 仕

公 共 心 ・ 公 徳 心

⑨出欠の記録

学 校 名

校 長 氏 名

生命尊重・自然愛護

３年

学年

公 正 ・ 公 平学校行事

２年

記載責任者氏名

基本的な生活習慣

⑩その他の特記事項

⑦行動の記録

この調査書の記載事項に誤りのないことを証明します。

欠席日数

⑥特別活動の記録

責 任 感

思 い や り ・ 協 力

自 主 ・ 自 律

創 意 工 夫

項　　目

学級活動

活　　動　　の　　事　　実

障 害 の

状 況

教
科

社会 数学 理科 音楽

卒業見込

　　　年　　　　　月

④学習の記録（第３学年）

生年月日 平成　　　　年　　　　月　　　　日

評定合計国語

卒業後の経歴

①
志
　
願
　
者

ふりがな

外国語美術
保健

体育

技術
・

家庭
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性別 全日制課程・普通科

平成

③　　　　　・

令和

⑤総合的な学習の時間の記録

⑧特別活動以外の諸活動の記録及び特技

令和６年　　　月　　　日

令和５年12月末日以降の日付で作成する。

評
定

評定は「５，４，３，２，１」の５段階の目標に準拠した評価で記入する。

技術
・

家庭
美術

保健

体育
外国語 評定合計

教
科

国語 社会

様式４－１

令　和　６　年　度　調　査　書
志願先 愛知県立一宮聾学校

①
志
　
願
　
者

ふりがな

・身体障害者手帳等を有するものはその種別、級を記入する。
・最も直近の平均聴力ﾚﾍﾞﾙを記入する。該当しない方を２本線で消す。氏名

生年月日

障 害 の

状 況
平均聴力ﾚﾍﾞﾙ　　　　右　　　　　　　　　dB　、左　　　　　　　　　dB平成　　　　年　　　　月　　　　日

この調査書の記載事項に誤りのないことを証明します。

欠席日数

12月末付で
記入すること

欠席の主な理由学年

２年

校 長 氏 名

学 校 名

思 い や り ・ 協 力

３年

⑨出欠の記録

　主な理由は病気、事故等について具体的に記
入する。

　次のｱ、ｲ、ｳ、ｴの各項目に該当する特記すべき事項があれば記入する。

ア　生徒の学習面における進歩の状況、第１・２学年の成績と第３学年の成績と
　に著しい変動がある場合にはその事情等
イ　生徒の行動面において特に優れている点や長所、あるいは指導上特に配慮
　を要すると認められる事項
ウ　生徒の身体、健康の状況について、指導上特に配慮を要すると認められる
　事項
エ　生徒の進路指導及び生活状況、災害等に関する事項
　なければ特記事項なしと記入する。

公 正 ・ 公 平

勤 労 ・ 奉 仕

学級活動

指導要
録の記述
に 基 づ
き、第３学
年を主た
る対象と
し て 、 十
分満足で
きる状況
にある と
判断され
るものの
みに○を
する 。人
数比率は
関 係 な
し。

　「第○学年前期学級委員」、「第○学年前期生徒会
長」など客観的で顕著な事実を書く。なければ「特記
事項なし」と記入する。

生命尊重・自然愛護

責 任 感

創 意 工 夫

記載責任者氏名          　　　　　　　

⑩その他の特記事項

公 共 心 ・ 公 徳 心

②卒業年月

基本的な生活習慣

学校行事

　総合的な学習の時間の学習活動の内
容及び評価について、全学年又は特定
の学年における顕著な事項等を中心に
具体的に記入する。

・就学中の転校及び高校中退は必ず書く。
・該当がない場合は空欄。

　部活動などの特記すべき事項を具体
的に記入する。なければ「特記事項な
し」と記入する。

⑦行動の記録⑥特別活動の記録

項　　目 活　　動　　の　　事　　実

健 康 ・ 体 力 の 向 上

自 主 ・ 自 律

生徒会活動

卒業見込

数学

就学中の異動

④学習の記録（第３学年）

卒業後の経歴

卒　　　業

理科 音楽

　　　年　　　　　月

愛知県公立高等学校入学者選抜の

様式を使用する場合は、障害の状

況(身体障害者手帳の種別・級・直
近の平均聴力レベル)を記入する。
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性別 全日制課程・普通科

平成

③　　　　　・

令和

学 校 名

令和６年　　　月　　　日

校長氏名

記載責任者氏名          　　　　　　　 

学年 欠席日数 欠席の主な理由

２年

                    　　　　　

３年

この調査書の記載事項に誤りのないことを証明します。

⑧出欠の記録

④学習の記録（第３学年）

理　　　 科

音　　　 楽

美　 　　術

⑨その他の特記事項

⑤総合的な学習の時間の記録 ⑥行動の記録 ⑦諸活動の記録及び諸事項

そ　の　他

特別活動

国　　　 語

社　　 　会

②卒業年月

卒業見込

　　　年　　　　　月

卒業後の経歴

数　　　 学

保健体育

技術・家庭

自立活動

様式４－２

令　和　６　年　度　調　査　書

①
志
　
願
　
者

ふりがな 志願先 愛知県立一宮聾学校

氏名 障 害 の

状 況
生年月日 平成　　　　年　　　　月　　　　日 平均聴力ﾚﾍﾞﾙ　　　　右　　　　　　　　　dB　、左　　　　　　　　　dB

卒　　　業 就学中の異動
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性別 全日制課程・普通科

平成

③　　　　　・

令和

学 校 名

令和６年　　　月　　　日

令和５年12月末日以降の日付で作成する。 校長氏名

記載責任者氏名          　　　　　　　

⑧出欠の記録 ⑨その他の特記事項

学年 欠席日数 欠席の主な理由

この調査書の記載事項に誤りのないことを証明します。

                    　　　　　

12月末付で
記入すること

　主な理由は病気、事故等について具体的に記
入する。

　次のｱ、ｲ、ｳ、ｴの各項目に該当する特記すべき事項があれば記入する。

ア　生徒の学習面における進歩の状況、第１・２学年の成績と第３学年の成績と
　に著しい変動がある場合にはその事情等
イ　生徒の行動面において特に優れている点や長所、あるいは指導上特に配慮
　を要すると認められる事項
ウ　生徒の身体、健康の状況について、指導上特に配慮を要すると認められる事
　項
エ　生徒の進路指導及び生活状況、災害等に関する事項
　なければ特記事項なしと記入する。

２年

３年

該当しない方を２本線で消す。 障 害 の

状 況

⑦諸活動の記録及び諸事項

　部活動等の特記すべき事項及び対人関係・社会性・
配慮事項等を具体的に記入する。なければ「特記事
項なし」と記入する。

⑤総合的な学習の時間の記録

　　　年　　　　　月

　総合的な学習の時間の学習活動の内容
及び評価について、全学年又は特定の学
年における顕著な事項等を中心に具体的
に記入する。

　指導要録の記述に基づき、第３学年を主た
る対象として記入する。

⑥行動の記録

自立活動

理　　　 科

音　　　 楽

美　 　　術

そ　の　他

特別活動

卒　　　業 就学中の異動

・就学中の転校及び高校中退は必ず書く。
・該当がない場合は空欄。

②卒業年月

様式４－２

令　和　６　年　度　調　査　書

①
志
　
願
　
者

ふりがな 志願先 愛知県立一宮聾学校

氏名
・身体障害者手帳等を有するものはその種別、級を記入する。
・最も直近の平均聴力レベルを記入する。

生年月日 平成　　　　年　　　　月　　　　日 平均聴力ﾚﾍﾞﾙ　　　　右　　　　　　　　　dB　、左　　　　　　　　　dB

卒業見込 卒業後の経歴

④学習の記録（第３学年）

国　　　 語

社　　 　会

相手に伝わるように発音や声の大きさ、速さに気を付けて話したり、必要な話し方を工夫したりすることができた。

産業について、自分の生活や地域社会と関連付けて具体的に考えたことを発表することができた。

数　　　 学

保健体育

技術・家庭

データを表や棒グラフ、折れ線グラフで表す表し方や読み取り方を理解し、問題解決において用いることができた。
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様式５－１  

 

 

 

 

欠席に関する自己申告書 
 

令和６年  月  日 

 

愛知県立一宮聾学校長 殿 

   
             出身中学校名 

 

             志願者氏 名 

 

私は、貴校への入学を志願するにあたり、次のとおり申告します。 
 

欠席等日数     日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入上の注意 
 １ 中学校の第２学年、第３学年のいずれかの学年又は両方のそれぞれの学年における欠席日数が 

  年間 30 日程度以上の入学志願者のうち、希望する者が提出する。ただし、「年間 30 日程度以上 

  の欠席日数」には、生徒指導要録上は出席扱いとなっている保健室登校等の別室登校の日数や、 

  教育支援センター等で相談したり、指導を受けたりした日数、自宅でＩＣＴ等を活用して学習活動

を行った日数を含めることができる。 

 ２ 原則として志願者本人が記入する。 

 ３ 欠席の理由、志望の動機、高校生活への抱負などを記入する。  

 ４ ※印の「受検番号」欄は、記入しない。 

※受検番号 
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様式５－２ 

 

 

 

 

受検上の配慮に関する自己申請書 
 

 令和６年  月  日 

 

愛知県立一宮聾学校長 殿 

   
             出身中学校名 

 

             志願者氏 名 

 

私は、貴校への入学を志願するにあたり、次のとおり申告します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入上の注意 
 １ 出身中学校長から学校長に「受検上の配慮に関する申請書」を提出する入学志願者が提出する。 

 ２ 原則として志願者本人が記入する。 

 ３ 中学校生活の状況、受検上の配慮に関することなどを記入する。 

４ ※印の「受検番号」欄は、記入しない。 

  

※受検番号 
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様式６ 

 

受 検 上 の 配 慮 に 関 す る 申 請 書 
 

令和６年  月  日 

 

愛知県立一宮聾学校長 殿   

 
中学校名 

 

校長氏名 

  

 
下記の者は、貴校に入学を志願しますが、別記に示す障害等を有するため、入学者選考において、

受検上の配慮をお願いします。 

記 

 
   (ふりがな) 

１ 氏  名                  

 

２ 生年月日  平成  年  月  日生 

 

３ 卒業年月  平成  年  月  

 
(別記) 

記入上の注意 

 平成と令和、卒業と卒業見込については、いずれか該当しないものを２本線（    ）ではっきり

消す。 

障害の 

内容・程度 

 

中学校での対応状況 

（通常の授業や定期 

考査等での配慮） 

 

中学校長の意見 

（入学者選考において

希望する配慮） 

 

備 考 

 

平成 

令和 
卒業 

卒業見込 
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様式７ 

合 格 辞 退 届 
 

                               令和６年  月  日 

 

愛知県立一宮聾学校長 殿 
 

本 人 氏 名   

       

保護者氏名                

 

下記の理由により合格を辞退いたします。 

 

 

理由 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

本人 

ふ り が な  生 年 月 日 

 

氏   名 

 

  

平成  年  月  日 

出身中学校 

平成           卒  業  

中学校     年  月  日        

 令和           卒業見込  

 
現 住 所 

 

 

 

   上記の記載事項に誤りはありません。 

 

令和６年  月  日 

                 

                学 校 名 

 

                校長氏名                       

 

記入上の注意
平成と令和、卒業と卒業見込については、いずれか該当しないものを２本線（    ）ではっ

きりと消す。  
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様式８ 

 

愛知県立一宮聾学校高等部入学志願の理由説明書 
 

令和６年  月  日 

 

愛知県立一宮聾学校長 殿   
 

 

立      中学校長 
 

 

貴校を志願するにあたり、理由は次のとおりです。 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記入上の注意 

 １ 出身中学校長が発行する。 

 ２ 予定住所、移動理由、移動予定日を必ず記載する。 
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